
1 搾 乳牛の輪換放牧方法について  (畜 試 乳 牛部)

この課題は、牧車栽培面積 6～ 10ha、乳用牛飼養頭数 20～ 30

頭を有する大型酪農家に適用できる、夏期放牧、冬期舎飼いの飼養

体系の岩手型集約的放牧輪換方法を明らかにしたものである。

〔1)背 景とねらい

本県の酪農経営の立地特性を活用 した草地型酪農経営技術確立の一環として、産乳水準 (60

00k8)を 保持しながら、 20～ 30頭 飼養規模に適用できる、集約的な放牧輪換方法を明らかに

したものである。

〔2}技 術内容

ゎ 10a当 り年間生産収量 5～ 6tの 草地に放牧し、補助飼料として、濃厚飼料を乳量の 3

分の 1量 、乾草または稲わら1～ 2k9を 1日 当り給与することにより、 1頭 当り25aで

190日前後の放牧利用が可能であり、産乳量も1乳期 6000k3以上の生産が期待できる。

2)放 牧期と舎飼期 (牧草サイレージ主体)の 両期の飼養を比べると、TDN自 給率は放牧期

64%、 舎飼い期 54%、 1必乳期最高日乳量でも約 2k,(放 牧期 28.8 舎 飼期 26。919)

の差があり、放牧の良さが裏付けられる。

め 搾 乳牛の放牧の基本となる輸換放牧方法の目安を、前堤条件を付 してここに表示する。

ア 前 堤条件

。乳牛 体 重 600k9前 後、 1乳期期待乳量 6t、 1牛群頭数 20～ 30頭 とする。

。草地 生 産力 5～ 6t、 秋田全放牧に視点を置き、牧区数は 12以 上とする。 1牧 区滞

牧日数は3日 以内、掃除刈は4輪 換終了時 (6月 中旬)に 実施する。

イ 牧 区面積と牧区数

放 牧 頭 数 20  豆東 25 30

1 牧 区 面 積 0.4 ha 0.5 0.fi

牧  区  数 12～ 13区 12 13 12-13
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ウ 適 正輪換日程の目安 (県北基準)

ア) 1頭 当り25cの 場合

回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

適 正 輪 換 日数 8日 10 14 19 24 23 22 23 17 13 12

1牧 区滞牧 日数 1日 1 2 2-3 2 2 2 2 1-2 1 1

休 牧  田  数 7日 9 12 17 22 21 20
つ
ち 15

つ
ち

牧
イ

人
て

〔 1 3 c 雄 26c回 35 44 38 87 35 37 29 24 17

カ ウデ ー/ h a 20以 上 55 80 105 90 85 80 85 65 50 30

時 期 4月 末～

5月 上旬
～5カ

5月末 6/2{ 7/1 8聴 8月沫 9舶 10//18

～10浸

下宜

～11月
上旬

1番草サイレージ利用面積  放 牧地の 1/3=2 hc

イ) 1頭 当り30oの 場合

回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

適 正 輪 換 日数 7日 10 14 21 27 24 24 24 19 12

1牧 区滞牧 日数 1日 1-2 2 3 2～ 3 2 2 2 1～2 1

休 牧  日  数 6日 9 12 19 25 22 22 22 17

牧
イ

入
て 予干 1 3 述 26cn 35 46 40 39 37 39 30 17

カ ウデ ー/ h α 20以 上 55 80 110 95 90 85 90 65 30

時 期
4月末～

5月上旬 5/15 5月末

～ 6 月

積

～7月
的

～8月
中旬

～9月

上仁 9月末

～10月
的

～11月
上旬

1番草サイレージ利用面積  放 牧地の 5/12=2.8 ha

ウ) 1頭 当り35oの 場合

回 数 2 3 4 5 6 7 8 9 10

適 正 輪 換 日 数 6日 10 16 18 28 24 24 24 20 12

1牧 区滞牧 日数 I日 1 ～ 2 2～ 3 3 2～ 3 2 2 2 1 ～ 2 1

休 牧  回  数 5 日 9 14 15 26 22 22 22 18

食努野晟声 1 3 c 雄 26 37 46 40 39 39 39 35 24

カ ウ デ ー / h a 20  姓 55 85 110 95 90 90 90 80 50

時 期 4月末～

5月上旬 5/1を 5月沫 6/20

月

乞

７

中
”

～8月
的 明

蜘 9月赤

～
1 明

軸

～11月
上旬

1番尊サイレージ利用面積  放 牧地の 1/2=4.2 hα

初回輪換は 1～ 2時 間の制限放牧でサイレージ併給

※ 終 牧のメドは、入牧時草丈が 1 5cm末満となった時
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工 輪 換放牧の車地利用のめやす

現 存 量 k 3 / 1 0 08,000‐

残 食 量 2,800

採 食 量 5,200

生 草 収 量  〃 51500

乾 物 収 量  〃 1,100

禾ll 用 率 % 65

入 牧 時 草 丈   c m 35

退 牧 時 草 丈   ″ 17

1日 1頭 当採食量    k9 60.0

1輪換に要した日数    日 17

回 数 1 2 3 4

放
牧
専
用
地

時  期 放牧前  (4/中 ) 4回 目利用後(6外 6回目呑1踊後 (8/上 8回 目利用後(9/弔

配 分 30 % 25 % 25 % 20 %

一
期

量

一
時

一

36k"/10o(2-1-2 30 k9/10c 30k9//10o 24 k9t//10c

採
車
兼
用
地

放牧前  (4/中 ) 1番草刈取後 (6/上 | 専用地と同じ 専用地と同 じ

配 分 40 % 20 % 20 % 20 %

量 48k8/1000-ユ ー1) 24k9/10o 24k9/10o 24k9//10o

糞 尿 放牧利用終了後 3.5t/10o

オ 施 肥量の時期別配分

(4)指 導上の留意点

1)平 場の車地を想定 した指標であり、山間傾斜地では 1頭当りの草地面積も多く必要となり

草地の生産力も低下するので、 1牧 区の面積は大きくなる。

35°位までの傾斜度ならば、斜度の緩急に関係なく10%ほ ど消費エネルギーが増える。

そのため、草地面積は平地の 10～ 20%を お、やす必要がある。

の 日 照時間が長くなり、気温の高い夏季は牧車摂取量が低下するので、カウデーは小さくな

る。この時期の利用率を高めるには、早期放牧、夜間放牧を行うことが望ましい。

3)放 牧時間は4～
'5i時

間とし、終日放牧は行わないこと。

(5)関 連課題名

1)試 験課題名
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寒冷地における草地型酪農専業経営実用化技術組立試験

の 試験年次および場所

昭和 51年 ～ 55年   着 手畜試

3)試 験方法

あらかじめ設定 した技術指標に対する妥当性を、年次的に検討した。実証規模は経営土地

面積 1 0hc(放 牧地 6 ha)10o当 り収量 6t、 飼養頭数成牛 24頭 、牧草からのTDN自

給率 60%、 1日 1頭 当り採食量 59k3で ある。

つ 試 験結果

生草収量は5091.8k3/10o、 乾物収量 953.9k9/10α 、利用率 64.4%、 1日 ユ頭当り

牧草採食量 61.l k9、放牧草からのTDN摂 取率 76。1%(養 分要求量に対 して)、 搾乳牛

1頭 当り乳量 6,177k9で あった。

D 主 要成果の具体的データー

表 ユ 消 費エネルギー (1日 当り体重 500k9換算カロリー)

傾 斜 区 分 平 均 平地を 100と した指数

5 ° 17, 700 Ca 1 110。6

35° 17,533 109.6

平  地 15,997 100 (高知畜試 50～ 52)

表 2 放 牧草地の利用状況

推 進 計 画 51年 ～ 55年 実績

現 存 量 k3/10o 10,987.5 7, 198.6 ±  854.4

残 食   量   〃 5,231.1 2.563.5 士 : 493.2

採 食   量   〃 5,747.4 4,635.1 士 : 580。 4

生  草  収  量   ″ 6,021.4 5,091.8 士 : 299.3

乾 物 収 量 ″ 1,204.6 953.9 ± 1  93.8

利   用   率  % 52.4 64.4 主 =   4.3

入牧時革丈 (イネ科) clll 48.7 31.5±   4.8

退牧時草丈 ( ″  ) ″ 20。1 17.0 土 1.4

1日 I頭 当採食量 59.0 6 1 . 1 ±  7 . 2

1輪換に要した日数 19.2 16。4±   1.0
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図 1 輪 換放牧草地の利用率の変化 回

９８
　

換

７

輪

６ 11(回 )

数

年次別では、利用最終年次の 55年 と51、 52、 53、 54年 との間に5%水 準で有意差

がある。輪換時期別では、第 1輪換 (4月 末～ 5月上旬)と 第 3輪換 (5月 中旬～ 6月上旬)、

第 3輪換と第 6輪換 (7月 中旬～ 8月 上旬)、 第 3輪 換と第 8輪 換 (8月 末～ 9月 中旬)と の

間に 1%水 準で有意差がある。また、第 3輪 換と第 7輪 換 (8月 上旬～ 8月末)、 第 1輪換と

第 4輪換 (6月 上旬～下旬)と の間に5%水 準で有意差があった。この事は、第 1輪換は 1時

間の時間制限放牧の影響、 1番 草開花前までの牧車の嗜好性の良い時期と夏季の下繁革種の優

先化、日射、気温の増加、上昇に伴う採食量の低下による利用率の差である。

表3 輪 換放牧車地の利用率の変化

鎚 ユ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均%

51年 42,4 65.2 76.2 66.1 51.9 50.5 43.9 49.6 66,7 70.8 73.0 59.7

52年 49.9 76.3 72.7 70.4 58.3 58.5 60.6 62.2 51.5 45.2 63.8 60,9

53年 69.6 67.3 76.1 61・9 67.2 58.6 53.0 64.6 69.8 60.2 61.5 64.5

54年 43.7 51.3 81.4 75,2 55.9 63.1 47.6 58.3 72.2 47.6 62.3 59,9

55年 63.8 60,2 69.4 70.4 67.2 73.2 77.3 67.8 79.1 81.1 74.6 71.3

平  均 53.9 64.1 75.2 68.8 60.ユ 60.8 56.5 60.5 67.9 61.0 67.0 64.4
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表 4 1乳 期における最高日乳量の夏 ・冬飼養時期別の差

(組立試験牛群 52年 11月 ～ 55年 10月 2産 以上各月中旬平均値)

冬期 (サイレージ期) 夏期 (放牧期)

例 数 22 4ユ

平 均 26.92k9 28.78

偏 差 5.46 4.93

変 動 係 数 20.3 % 17。 1

夏期 (放牧期)と 冬期 (サイ

レージ期)と で夏期の方が高い

傾向がある。統計的な有意差は

ない。

乳
量
　
４０

組立試験のなか

から、泌字とステー

ジを無視 して、3

産以上のものをラ

ンダム抽出した搾

乳牛の舎飼期と放

牧期の乳量を、放

牧開始時の乳量を

0と して、前後 6

0日 の乳量の平均

に差があるかどうか

か 検 定を行った

もの。

舎飼期 (牧草サイ

レージ給与)と 放

‐００
％

4435/3%
耗生 300日

分娩後経過 日数 及び 日付

図 2 放 牧による泌乳量の変化 (具体例)

牧期とで、 1%水 準で乳量に差が認め られた。

表 5 放 牧 ・サイレージ飼養の泌乳量の差

放 牧  期 0.8 0。 1  0 -0。 2  2.4 0.5 1.4  0.6 0.6
平 均

0.578

サイレージ

舎 飼  期
- 1ち7 - 1 . 7  T l . 6  0 . l  r O . T - 1 . 2 - 1 . 2  - 4 , 1 - 8 . 2 -2.256

t = 3 . 2 0 2 4 8 y t ( 1 6 , 0 , 0 1 ) = 2 . 9 2 ユ
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表 6 放 牧期 ・サイレージ舎飼期の比較

夏 期 (放 牧
‐
期) 冬 期 (サイレー光野醐 )

F C M 17.83± 1.15 15.96± 2.21

粗 飼 料 自 給 率 6 4 . 2 ± 5 . 1 7 53.8 ±  2.21

牛 乳 生 産 効 率

乾
裾ほ.拠7W)

0!176± 0.026 0.154:上  0.023

飼 料 粗 効
7 5 0 C a l  x  F  C M

率

X 1 0 0
3 , 9 9 9 k C a l ×T D N

( B  r O d y の式)

26.75±  2.78 29.41±  2.03

乳    飼     比

( 搾  乳  牛 )
19.1  ± 2.58 24.9 ±  3.47
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